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二世三世の健康不安や運動を話し合う
東海北陸地域 被爆二世・三世交流会を名古屋で開催

７月１６日、東海北陸地域被爆二世・三世交流会が、名古屋

市・名駅のウインクあいちで行われ、愛知・岐阜・三重・静岡・

石川・富山から二世・三世が参加、合わせて、被爆者や支援者

も参加しました。

最初に元毎日新聞の記者で、「黒い雨訴訟」を取材してきた

ジャーナリストの小山美砂さんから「原爆被害における縦軸と

横軸の『線引き』」と題した講演を聞いて交流しました。二世や

三世における遺伝的影響による健康被害を「縦軸の線引き」で

無視する政府の対応に疑問を投げかけました。

後半の交流では、二世三世自らの健康問題への心配と、高

齢化した被爆者の組織と運動をどのように継承していけばよい

のかなど、熱心な討論が続きました。母親が「黒い雨被爆者」

で今年、ようやく被爆者手帳を取得でき、息子である自分も被

爆二世になったという男性は、今年、愛友会の二世部会に入っ

て活動を始めたと話しました。静岡の二世で県の被爆者の会

の副会長をつとめる女性は、二世への医療保障がないと、な

かなか二世の運動に参加してくれないという悩みを語りました。

愛友会の副理事長をつとめる二世の大村義則さんは、東京

での二世への医療費助成や神奈川での二世健診の状況など

を紹介し、これからも、交流を深めて、二世三世の要求を前進

させるために頑張りましょうと訴えました。

原爆犠牲者の慰霊・平和のための各行事へ

愛友会の代表が参加します
平和の８月

８/６ 広島市平和祈念式典

８/９ 長崎市平和祈念式典

８/７～９ 原水爆禁止世界大会

木下博之さん(大口町)

上村武雄さん(名古屋市・中村区)

山川福美さん(名古屋市・港区)

８/１５ 全国戦没者追悼式

８/１５ 愛知県戦没者追悼式

山川福美さん(名古屋市・港区)

滝本 灝さん(名古屋市・中川区)

8月のおもな予定

募金にご協力をいただき、
ありがとうございました。

(敬称略7/1～7/31)
▼一宮支部運営資金カンパ▼伊藤泉（昭和区）
▼丹波真理（あま市）▼益田八重子（刈谷市）

合計 １０７,９６０円

１～６日

６日

６日

９日

７～９日

１０～１３日

１５日

１５日

１９・２０日

２０２３年原爆絵画展（名古屋支部主催）

広島市平和原爆死没者慰霊式祈念式

被団協新聞・愛友会ニュース発送

長崎原爆犠牲者慰霊平和祈念式典

原水爆禁止世界大会

平和のための戦争展

全国戦没者追悼式

愛知県戦没者追悼式

金山駅原爆パネル展
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被爆７８周年原爆犠牲者を偲ぶつどい
      ☆日 時：令和５年（２０２３年）９月２５日(月)  午後1：00～4：00（予定）

      ☆会 場：名古屋市公会堂４階ホール

      ☆内 容 ・原爆犠牲者を偲ぶ式典  ・文化行事（まんまる企画）

愛知サマーセミナー2023が、７月１５日から１７日まで行われ、愛友会は、「高校生が被爆証言を絵に。展示と懇談」

をテーマに、高校生が被爆者と描いた原爆の絵を展示し、参加者がある程度集まったところで、金本さん、山川さんが

被爆体験を語りました。 参加者は１００名近く、展示されていた原爆の絵を１枚ずつ丁寧に被爆者と高校生の思いが込

められたコメントを読みながら鑑賞する高校生や大人もたくさんいました。 感想文も高校生は実に丁寧に書いてくれまし

た。２名の方の感想を紹介します。 「この世のことではないよう気がして緊張してしまいました。凄惨な現場で当人にし

かわからないであろう心の痛みを表現されているようで絵の中の人々の表情に引き込まれました」（高３）「実際に被爆

者の方から貴重なお話を聞き戦争がどれだけ悲惨なものかを改めて知った。これから実際に経験した人たちが減って

いく中で私たちがその話を受け継いで後世に伝えていくべきだと感じた」（中２） 

合計 １０７,９６０円
１９・２０日 金山駅原爆パネル展

の呼びかけで被爆者先頭に"世界平和の波"宣伝

軍事費拡大やめて、核兵器禁止条約参加の日本を

日本政府に核兵器禁止条約への参加を求める署
愛知県で累計

９１，５６５筆(7/10現在)
政府に提出した署名は累計で

１,３０４,０１９筆に

なりました。 7/5政府に署名提出

ノーベル平和賞を受賞している「国際平和ビューロー」（ＩＰＢ）

が、リトアニアで開かれる北大西洋条約機構（ＮＡＴＯ）首脳

会議を前に、世界的な軍拡に反対する国際共同行動として、

地球の自転に合わせた「平和の波」行動を呼びかけました。

愛知では、禁止条約参加署名をすすめる愛知県民の会が

主催をして、被爆者を先頭に、７月８日、名古屋市栄の繁華

街で、宣伝を行いました。

高校生(私学)サマーセミナーで被爆体験語る

原爆写真パネル「原爆と人間」と、広島基町高校の美術部の生徒が被

爆者の体験を聞いて描いた「高校生による原爆の絵」の展示会が、今年

も、名古屋市の金山総合駅コンコースで、愛友会主催により開催されま

す。昨年は、コロナ禍のもとでも、２日間で５０００人の方が観覧されまし

た。被爆の実相を普及・継承する取り組みです。ぜひ、ご参加ください。

「原爆と人間展」にお越しください
８月１９日(土)１０:００～２０:００

８月２０日(日) ９:００～２０:００

昨年の金山駅・原爆展のもよ


